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本
会
の
石
川
隆
二
・
副
会
長

（
川
越
市
議
会
議
長
）
ら
地
方
六

団
体
の
代
表
は
１０
月
３
日
、
首
相

官
邸
で
麻
生
太
郎
首
相
ら
と
面

談
。
六
団
体
の
会
長
連
名
に
よ
る

「
地
方
税
の
減
収
補
て
ん
措
置
の

速
や
か
な
実
現
を
求
め
る
緊
急
申

し
入
れ
」
を
手
渡
し
た
。

こ
の
申
し
入
れ
は
、
臨
時
国
会

（
９
月
２４
日
開
会
）
へ
提
出
さ
れ

た
「
地
方
税
等
減
収
補
て
ん
臨
時

交
付
金
に
関
す
る
法
律
案
」
の
早

期
成
立
を
求
め
る
も
の
。
閣
議
決

定
を
経
て
９
月
２９
日
、
政
府
は
減

収
補
て
ん
法
案
と
補
正
予
算
を
提

出
し
て
い
た
。法

案
が
成
立
す
れ

ば
、
先
の
通
常
国
会

（
１
月
１８
日
〜
６
月
２１

日
）
で
道
路
特
定
財
源

関
連
法
案
の
成
立
が
遅

れ
、
地
方
財
政
に
生
じ

た
巨
額
の
歳
入
欠
陥

が
、
臨
時
交
付
金
に
よ

っ
て
穴
埋
め
さ
れ
る
。

交
付
金
総
額
は
６
５
６

億
１
９
０
０
万
円
。

な
お
、
減
収
補
て
ん

臨
時
交
付
金
の
創
設
に

伴
い
、
２０
年
度
普
通
交

付
税
に
つ
い
て
は
、
基

準
財
政
収
入
額
の
再
算

定
が
行
わ
れ
る
。

基
準
財
政
収
入
額
と

は
、
交
付
税
算
定
に
当

た
り
、
自
治
体
の
財
政

力
を
一
般
財
政
ベ
ー
ス
で
表
す
指

標
。
基
準
財
政
需
要
額
か
ら
基
準

財
政
収
入
額
を
差
し
引
い
た
額

が
、
普
通
交
付
税
と
し
て
交
付
さ

れ
る
。
市
町
村
の
場
合
は
▽
基
準

税
率
（
７５
％
）
で
計
算
し
た
法
定

普
通
税
▽
自
動
車
取
得
税
交
付
金

の
７５
％
▽
地
方
道
路
譲
与
税
の
１

０
０
％
―
―
な
ど
が
該
当
す
る
。

法
案
が
成
立
し
、
臨
時
交
付
金

に
よ
る
補
て
ん
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
場
合
、
歳
入
欠
陥
が

な
か
っ
た
も
の
と
な
る
た
め
、
臨

時
交
付
金
を
基
準
財
政
収
入
額
に

算
入
し
、
普
通
交
付
税
額
を
再
算

定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

ま
た
、
六
団
体
の
申
し
入
れ
で

は
、
臨
時
交
付
金
の
支
出
に
必
要

と
な
る
「
平
成
２０
年
度
補
正
予

算
」
の
早
期
承
認
を
国
会
に
対
し

促
す
よ
う
、
併
せ
て
求
め
た
。

こ
の
ほ
か
、
当
日
は
官
邸
内

で
、
内
閣
官
房
の
河
村
建
夫
・
長

官
、
松
本
純
・
副
長
官
、
鴻
池
祥

肇
・
副
長
官
、
漆
間
巌
・
副
長
官

（
事
務
）
に
対
し
て
も
申
し
入
れ

を
行
っ
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
（
会
長
�

藤
田
�
之
・
広
島
市
議
会
議
長
）

は
１０
月
６
日
、
東
京
・
全
国
都
市

会
館
で
国
会
対
策
委
員
会
を
開

き
、
正
副
委
員
長
を
選
任
す
る
と

と
も
に
、
平
成
２１
年
度
政
府
予
算

編
成
に
向
け
た
重
点
要
望
項
目
を

決
定
し
た
。

委
員
長
に
鏑
木
茂
哉
・
川
崎
市

議
会
議
長
が
、
副
委
員
長
に
は
星

秀
雄
・
江
別
市
議
会
議
長
と
今
岡

一
朗
・
出
雲
市
議
会
議
長
が
就

任
。
本
会
の
要
望
実
現
に
向
け
、

政
府
・
国
会
な
ど
に
働
き
掛
け
て

い
く
決
意
を
述
べ
た
。

要
望
項
目
で
は
、
▽
税
源
移
譲

な
ど
に
よ
る
偏
在
性
の
少
な
い
地

方
税
体
系
の
構
築
▽
地
方
交
付
税

の
増
額
▽
地
方
債
資
金
の
所
要
額

確
保
―
―
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

【
２
面
に
関
連
記
事
掲
載
】

１０
月
６
日
、
熊
本
市
が
富
合
町

を
編
入
合
併
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

同
市
は
、
人
口
約
６７
万
１
０
０
０

人
、
面
積
２
８
６
・
８２
平
方
�
、

議
員
定
数
４９
人
（
定
数
特
例
）
と

な
っ
た
。
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１０月１５日現在の市数
８０６市

うち
指定都市 １７市
中核市 ３９市
特例市 ４３市
一般市 ６８４市
特別区 ２３区

官官
邸邸
でで
麻麻
生生
首首
相相
とと
面面
談談

１０／６

熊熊
本本
市市
がが
編編
入入
合合
併併

委
員
長
に
鏑
木
川
崎
市
議
長

国
会
対
策
委
員
会
が
始
動

石
川
本
会
副
会
長
ら
が
緊
急
申
入
れ

鏑木茂哉・国会対策
委員長（川崎市）

本
会
か
ら
石
川
副
会
長（
右
）が
出
席

あ
い
さ
つ
す
る
鏑
木
委
員
長
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総
務
省
は
１０
月
３
日
、
東
京
・

全
国
町
村
会
館
で
「
平
成
２０
年
度

市
町
村
長
及
び
市
町
村
議
会
議
長

総
務
大
臣
表
彰
式
」
を
行
っ
た
。

式
典
に
は
本
会
か
ら
、
石
川
隆
二

・
副
会
長
（
川
越
市
議
会
議
長
）

が
、
来
賓
と
し
て
参
列
し
た
。

こ
の
表
彰
は
市
区
町
村
の
首
長

と
し
て
２０
年
以
上
、
市
区
町
村
の

議
会
の
議
長
と
し
て
通
算
１２
年
以

上
在
職
し
、
地
方
自
治
の
発
展
に

功
労
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
者

に
対
し
贈
ら
れ
る
。

本
年
度
の
該
当
者
は
、
市
町
村

長
１３
人
、
町
村
議
会
議
長
６
人
。

合
計
１９
人
が
表
彰
さ
れ
た
。
な

お
、
市
議
会
議
長
と
し
て
の
表
彰

該
当
者
は
な
か
っ
た
。

式
典
で
は
、
鳩
山
邦
夫
・
総
務

大
臣
の
代
理
と
し
て
出
席
し
た
、

瀧
野
欣
彌
・
総
務
事
務
次
官
が
式

辞
を
述
べ
た
の
ち
、
被
表
彰
者
へ

表
彰
状
と
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ

れ
た
。

ま
た
、
衆
参
両
院
議
長
ら
の
祝

電
が
披
露
さ
れ
た
の
ち
、
被
表
彰

者
代
表
が
謝
辞
を
述
べ
、
式
典
は

終
了
し
た
。

同
表
彰
式
は
「
都
道
府
県
議
会

議
長
及
び
市
町
村
議
会
議
長
自
治

大
臣
表
彰
式
」
と
し
て
、
平
成
４

年
度
か
ら
実
施
。
６
年
度
か
ら
は

「
市
町
村
長
及
び
市
町
村
議
会
議

長
自
治
大
臣
表
彰
式
」
に
名
称
が

変
更
さ
れ
、
市
町
村
の
「
首
長
」

と「
地
方
議
会
議
長
」が
同
時
に
、

自
治
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
る
形
態

へ
と
改
め
ら
れ
た
。

１３
年
１
月
６
日
の
省
庁
再
編
以

降
は
、
「
自
治
大
臣
」
の
職
務
を

「
総
務
大
臣
」
が
包
括
す
る
こ
と

と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
（
会
長
�
田
中
弘
光
・

松
江
市
議
会
議
長
）
は
１０
月
９

日
、
東
京
・
都
市
セ
ン
タ
ー
会
館

で
「
地
域
医
療
政
策
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
た
。
協
議
会
加
盟
市
の

議
長
、
議
員
や
自
治
体
病
院
関
係

者
約
３
５
０
人
が
参
加
し
、
病
院

経
営
の
危
機
的
な
現
状
を
打
開
す

る
た
め
の
方
策
を
探
っ
た
。

同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
自
治
体
病
院

が
地
域
医
療
の
中
心
的
役
割
を
果

た
す
た
め
に
は
、
議
員
・
議
会
と

し
て
何
を
な
す
べ
き
か
を
考
え
る

た
め
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

４
回
目
と
な
る
今
回
は
、
厚
生

労
働
省
医
政
局
総
務
課
長
の
深
田

修
氏
が
「
安
心
と
希
望
の
医
療
確

保
ビ
ジ
ョ
ン
」
、
城
西
大
学
経
営

学
部
准
教
授
の
伊
関
友
伸
氏
が

「
試
練
の
時
代
の
自
治
体
病
院
経

営
」
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。

伊
関
氏
は
講
演
の
中
で
、
議
員

の
発
言
が
医
師
の
退
職
を
招
く
引

き
金
と
な
る
危
険
性
に
言
及
し
、

「
病
院
経
営
に
関
し
て
の
正
し
い

知
識
を
身
に
つ
け
て
お
く
必
要
が

あ
る
」
と
指
摘
し
た
。

ま
た
、
深
田
氏
か
ら
は
、
大
学

医
学
部
の
医
師
派
遣
機
能
低
下
な

ど
、
医
師
不
足
問
題
の
背
景
や
、

対
策
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

国
会
対
策
委
員
会
の
所
管
事
項

は
、
総
会
、
評
議
員
会
、
理
事
会

の
ほ
か
、
地
方
行
政
、
地
方
財
政

委
員
会
な
ど
他
の
委
員
会
で
、
そ

れ
ぞ
れ
決
定
さ
れ
た
要
望
事
項
の

実
現
促
進
を
図
る
こ
と
。

こ
の
た
め
委
員
に
つ
い
て
は
、

各
地
方
部
会
の
推
薦
を
受
け
定
期

総
会
で
選
任
さ
れ
る
９
人
の
委
員

に
加
え
、
政
府
・
与
党
の
要
職
に

あ
る
者
と
関
わ
り
の
あ
る
議
長
に

対
し
会
長
が
委
嘱
し
て
い
る
。

会
長
指
名
に
よ
る
委
員
の
委
嘱

は
８
月
２７
日
に
行
わ
れ
、
▽
江
別

市
▽
大
野
市
▽
武
蔵
村
山
市
▽
港

区
▽
川
崎
市
▽
高
崎
市
▽
桐
生
市

▽
船
橋
市
▽
袋
井
市
▽
京
都
市
▽

福
知
山
市
▽
飯
塚
市
▽
唐
津
市
▽

鹿
児
島
市
―
―
の
各
議
長
１４
人
が

就
任
し
た
。

１０
月
６
日
の
委
員
会
で
は
、
平

成
２１
年
度
政
府
予
算
編
成
に
対
す

る
重
点
要
望
項
目
と
し
て
、
▽
都

市
税
制
改
正
▽
地
方
交
付
税
の
増

額
と
機
能
強
化
▽
地
方
債
資
金
の

所
要
額
の
確
保
―
―
の
３
つ
の
柱

を
掲
げ
、
税
制
改
正
や
地
方
財
政

対
策
に
対
し
要
望
運
動
を
行
う
こ

と
を
決
定
し
た
。
ま
た
今
後
の
会

議
日
程
や
、
要
望
事
項
の
実
現
を

図
る
実
行
運
動
の
方
法
な
ど
に
つ

い
て
協
議
し
た
。

こ
の
ほ
か
当
日
は
、
総
務
省
自

治
財
政
局
の
高
田
寛
文
・
財
務
調

査
課
長
か
ら
「
地
方
公
共
団
体
財

政
健
全
化
法
と
公
会
計
の
整
備
」

に
つ
い
て
の
説
明
を
聴
取
し
た
。

▼
議
長

▽
八
幡
浜

上
田
竹
則（
９
・
８
）

▽
箕
面

牧
野
芳
治（
９
・
９
）

▽
交
野

堀

憲
治（
９
・
９
）

▽
高
砂

中
須
多
門（
９
・
９
）

▽
土
佐
清
水

形
岡

一（
９
・
９
）

▽
安
芸

小
松
文
人（
９
・
１７
）

▽
�
飾

池
田
ひ
さ
よ
し（
９
・
１８
）

▽
能
美

金
森
修
栄（
９
・
１９
）

▽
八
潮

広
沢

昇（
９
・
１９
）

▽
和
光

山
口
慶
子（
９
・
２２
）

▽
常
陸
太
田

黒
沢
義
久（
９
・
２４
）

▽
八
街

山
本
邦
男（
９
・
２４
）

▽
氷
見

地
家
太
一（
９
・
２５
）

▽
館
林

高
山
吉
右（
９
・
２５
）

▼
副
議
長

▽
八
幡
浜

大
城
一
郎（
９
・
８
）

▽
小
浜

上
野
精
一（
９
・
９
）

▽
箕
面

田
代
初
枝（
９
・
９
）

▽
交
野

黒
田

実（
９
・
９
）

▽
高
砂

横
山
義
夫（
９
・
９
）

▽
土
佐
清
水

瀧
澤

満（
９
・
９
）

▽
安
芸

米
田
佐
代
子（
９
・
１７
）

▽
八
潮

織
田

一（
９
・
１９
）

▽
長
野

小
林
紀
美
子（
９
・
２２
）

▽
和
光

野
口

保（
９
・
２２
）

▽
常
陸
太
田

茅
根

猛（
９
・
２４
）

▽
八
街

加
藤

弘（
９
・
２４
）

▽
館
林

野
村
晴
三（
９
・
２５
）

▽
香
美

石
川
彰
宏（
９
・
２５
）

▽
七
尾

杉
本
忠
一（
９
・
２６
）

▽
裾
野

瀧
本
敏
幸（
９
・
２６
）

２０年度

総
務
大
臣
表
彰
１９
人

市
町
村
議
長
１２
年
以
上
で

交
付
税
の
増
額
と
機
能
強
化

国
対
委
が
要
望
項
目
決
定

医
療
政
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

地
域
医
療
の
確
保
に
向
け
て
―
―
病
院
協

議

会

人

事

左から２人目が石川本会副会長
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トピッ
クス

行

事

予

定

第
２９
次
地
方
制
度
調
査
会
は
、

９
月
３０
日
と
１０
月
７
日
に
専
門
小

委
員
会
を
開
き
、
地
方
議
会
の
権

能
強
化
な
ど
、
議
会
制
度
の
あ
り

方
に
つ
い
て
論
点
を
整
理
し
た
。

専
門
小
委
で
は
論
点
を
「
第

１
�議
会
の
団
体
意
思
決
定
機
能

や
監
視
機
能
の
向
上
策
」「
第
２
�

議
会
制
度
の
自
由
度
の
拡
大
」

「
第
３
�幅
広
い
層
が
議
員
活
動

で
き
る
た
め
の
環
境
整
備
」
に
分

類
。「
第
１
」で
は
�
議
決
事
件
�

議
会
の
監
視
機
能
�
議
会
に
経
営

状
況
の
報
告
を
要
す
る
法
人
の
範

囲
の
拡
大
―
―
な
ど
を
掲
げ
た
。

各
項
目
は
「
論
点
」
「
検
討
の

視
点
」「
対
応
策
の
検
討
」で
構
成

さ
れ
、
今
後
の
審
議
の
叩
き
台
と

な
る
。た
だ
し
現
時
点
で
、す
で
に

論
点
「
第
１
」の
�
�
�
左
掲
�
に

つ
い
て
は
、
拡
充
強
化
が
図
ら
れ

る
方
向
で
大
筋
合
意
が
得
ら
れ
て

い
る
。
１０
月
２８
日
に
開
か
れ
る
次

回
の
会
合
で
詰
め
の
議
論
を
行

い
、論
点
を
ま
と
め
上
げ
る
予
定
。

地
方
議
会
の
権
能
強
化
に
つ
い

て
は
本
会
で
も
、
５
月
２８
日
に
開

催
さ
れ
た
第
８４
回
定
期
総
会
で

「
地
方
議
会
の
権
能
強
化
に
関
す

る
決
議
」
�
第
１
６
９
１
号
掲
載

�
を
採
択
し
、
要
望
事
項
の
実
現

に
向
け
関
係
方
面
へ
働
き
掛
け
る

な
ど
、
精
力
的
に
活
動
し
て
き

た
。専

門
小
委
が
７
月
２９
日
、
地
方

議
会
３
団
体
を
対
象
に
実
施
し
た

ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
本
会
か
ら
地

方
分
権
・
道
州
制
調
査
特
別
委
員

長
で
あ
る
多
賀
谷
俊
史
・
大
阪
市

会
議
長
が
出
席
。
専
門
小
委
か
ら

１
つ
の
意
見
と
し
て
示
さ
れ
て
い

た
「
議
会
選
出
監
査
委
員
の
廃

止
」
を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、
議
会

へ
実
地
検
査
権
を
付
与
す
べ
き
と

訴
え
て
い
た
。

監
視
機
能
を
強
化
す
る
た
め
、

「
実
地
検
査
権
を
議
会
へ
付
与
す

べ
き
」
と
の
認
識
が
醸
成
さ
れ
た

の
は
、
本
会
活
動
の
成
果
が
実
っ

た
も
の
。
本
会
で
は
今
後
も
引
き

続
き
、
専
門
小
委
の
審
議
の
行
方

を
注
視
し
て
い
く
。

第
１
�
�
（
略
）

�
議
会
の
監
視
機
能

【
論
点
】

○
監
査
委
員
に
つ
い
て
、
仮
に
議

選
委
員
を
廃
止
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
議
会
が
監
視
機
能
を
十
分
に

果
た
せ
る
よ
う
、
議
会
に
実
地
検

査
権
を
付
与
す
る
な
ど
議
会
の
監

視
機
能
向
上
の
た
め
の
方
策
が
必

要
で
は
な
い
か
。

○
監
査
委
員
を
通
し
て
や
る
の
で

は
な
く
、
独
自
に
議
会
と
し
て
執

行
機
関
を
監
察
す
る
機
能
を
強
化

す
る
た
め
、
議
会
に
実
地
検
査
権

を
付
与
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

○
議
会
の
調
査
権
に
つ
い
て
、
い

わ
ゆ
る
少
数
者
調
査
権
を
認
め
る

こ
と
を
ど
う
考
え
る
か
。

【
検
討
の
視
点
】

○
議
会
に
実
地
検
査
権
を
付
与
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
る
の
か
。

○
現
行
制
度
上
、
議
会
が
実
地
検

査
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
き
に
は

監
査
請
求
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と

さ
れ
て
き
た
が
、
議
会
の
実
地
検

査
権
と
監
査
請
求
権
の
関
係
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。
専
門
的

知
識
経
験
を
有
し
た
監
査
委
員
に

よ
る
監
査
と
議
会
の
監
視
機
能
と

の
役
割
分
担
を
ど
う
考
え
る
か
。

○
調
査
権
は
議
会
と
し
て
の
意
思

決
定
に
よ
っ
て
発
動
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
意
思
決
定
が
な

さ
れ
る
ま
で
の
過
程
の
あ
り
方
に

関
し
て
は
、
少
数
者
の
意
向
に
も

配
慮
し
た
運
用
方
法
が
あ
り
得
る

の
で
は
な
い
か
。

【
対
応
策
の
検
討
】

○
議
会
の
監
視
機
能
を
向
上
さ
せ

る
た
め
、
実
地
検
査
権
を
付
与
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
な
い
か
。
そ

の
場
合
、
議
会
の
監
査
請
求
権
を

ど
う
考
え
る
の
か
。

○
議
会
の
意
思
決
定
が
な
さ
れ
る

ま
で
の
課
程
に
お
い
て
、
少
数
者

の
意
思
を
ど
の
よ
う
に
汲
み
上
げ

実
現
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
は
、

各
地
方
議
会
で
様
々
な
運
用
が
考

え
ら
れ
な
い
か
。

�
議
会
に
経
営
状
況
の
報
告
を

要
す
る
法
人
の
範
囲
の
拡
大

【
論
点
】

○
議
会
に
経
営
状
況
の
報
告
を
要

す
る
法
人
等
の
範
囲
に
つ
い
て

は
、
監
査
委
員
の
監
査
の
対
象
と

な
る
も
の
と
同
じ
く
、
当
該
団
体

が
資
本
金
、
基
本
金
そ
の
他
こ
れ

ら
に
準
ず
る
も
の
の
４
分
の
１
以

上
を
出
資
し
て
い
る
法
人
等
に
拡

大
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

【
検
討
の
視
点
】

○
長
は
、
２
分
の
１
以
上
出
資
法

人
等
の
経
営
状
況
を
調
査
す
る
権

限
が
あ
り
、
こ
れ
を
前
提
と
し
て

議
会
に
法
人
の
経
営
状
況
を
報
告

し
て
い
る
。
議
会
へ
の
報
告
の
前

提
と
な
る
長
の
調
査
権
の
対
象
範

囲
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

○
現
行
制
度
上
も
、
議
会
は
、
監

査
請
求
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
方
公
共
団
体
の
出
資
割
合

が
４
分
の
１
以
上
の
法
人
等
に
つ

い
て
出
納
そ
の
他
の
事
務
の
執
行

の
監
査
が
で
き
る
が
、
さ
ら
に
経

営
状
況
の
報
告
を
要
す
る
出
資
法

人
等
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
ど
う
考
え
る
の
か
。

○
会
社
法
の
規
定
等
に
基
づ
く
一

般
出
資
者
の
権
利
以
上
の
権
利

を
、
特
別
に
地
方
公
共
団
体
に
の

み
付
与
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど

う
考
え
る
か
。

○
出
資
割
合
が
２
分
の
１
未
満
の

法
人
等
に
関
し
て
も
、
長
が
任
意

で
議
会
に
そ
の
経
営
状
況
を
報
告

し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
も
あ
る

よ
う
で
あ
る
が
、
法
人
の
独
立
性

や
自
主
性
を
確
保
す
る
観
点
か

ら
、
経
営
状
況
の
報
告
を
要
す
る

法
人
の
範
囲
を
法
令
上
一
律
に
拡

大
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
う
考

え
る
か
。

【
対
応
策
の
検
討
】

○
長
の
調
査
権
の
対
象
を
４
分
の

１
以
上
出
資
法
人
等
に
拡
大
す
る

と
と
も
に
、
長
が
議
会
に
経
営
状

況
の
報
告
を
要
す
る
出
資
法
人
等

の
範
囲
を
、
現
行
の
２
分
の
１
以

上
法
人
等
か
ら
４
分
の
１
以
上
法

人
等
に
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

▽
１１
月
１１
日

建
設
運
輸
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
後
３

時
、
尾
道
市
）

▽
１１
月
１３
日

全
国
市
議
会
議
長

会
基
地
協
議
会
�
理
事
会
（
午

前
１１
時
、
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー

会
館
）

▽
１１
月
１３
日

全
国
市
議
会
議
長

会
�
相
談
役
会
議
（
午
後
２
時

半
、
食
糧
会
館
）

地
方
議
会
制
度
に
つ
い
て

地地
制制
調調
小小
委委
がが
論論
点点
整整
理理

議議
会会
制制
度度
のの
ああ
りり
方方
にに
係係
るる
論論
点点（（
抜抜
粋粋
））

（３） 平成２０年１０月１５日 第１７０３号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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甲
賀
市
は
平
成
１６
年
１０
月
１

日
、
水
口
町
、
土
山
町
、
甲
賀
町
、

信
楽
町
が
合
併
し
、
誕
生
し
た
ま

ち
で
す
。
旧
４
町
の
う
ち
信
楽
町
し
が
ら
き

は
、狸
の
置
き
物
で
有
名
な「
信
楽

焼
」の
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
ん
と
な
く
憎
め
な
い
顔
立
ち

を
し
た
狸
の
置
き
物
。
こ
の
愛
嬌

の
あ
る
姿
か
た
ち
は
、
▽
笠
�
災

難
を
避
け
る
▽
大
き
な
目
�
周
囲

を
見
渡
し
正
し
い
判
断
▽
徳
利
�

人
徳
―
―
な
ど
「
八
相
起
縁
」
と

呼
ば
れ
る
８
つ
の
縁
起
を
表
し
た

も
の
で
す
。

縁
起
を
か
つ
い
で
日
夜
、
居
酒

屋
や
寿
司
屋
、
旅
館
な
ど
の
玄
関

で
頑
張
り
続
け
る
「
た
ぬ
き
さ

ん
」
。
そ
の
た
ぬ
き
さ
ん
を
１
年

に
１
日
だ
け
休
ま
せ
て
あ
げ
る

「
ほ
っ
と
す
る
た
ぬ
き
の
休
日
―

た
ぬ
き
休
む
で
ぇ
〜（
Ｄ
Ａ
Ｙ
）」

の
実
施
を
、甲
賀
市
の
実
行
委
員

会
で
は
計
画
し
て
い
ま
す
。

た
ぬ
き
さ
ん
を
休
ま
せ
て
あ
げ

る
日
は
、
８
つ
の
縁
起
に
ち
な
み

１１
月
８
日
。
１１
月
１
日
か
ら
９
日

を
イ
ベ
ン
ト
期
間
と
し
、
狸
囃
子

の
演
奏
、
窯
元
の
工
場
開
放
見

学
、
狸
の
祠
め
ぐ
り
な
ど
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

実
行
委
員
会
で
は
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
に
先
駆
け
、
た
ぬ
き
さ
ん
の

休
ま
せ
方
に
つ
い
て
ア
イ
デ
ア
を

募
集
。
た
ぬ
き
さ
ん
の
愛
好
家
で

組
織
す
る
「
日
本
た
ぬ
き
学
会
」

「
信
楽
た
ぬ
き
学
会
」
の
協
力
を

得
て
、
全
国
か
ら
多
く
の
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

た
ぬ
き
さ
ん
の
疲
れ
を
取
る
た

め
、
寝
て
も
ら
う
の
に
必
要
な
ア

イ
マ
ス
ク
の
作
成
も
、
１
つ
の
ア

イ
デ
ア
と
し
て
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
実
行
委
員
会
で
は
、

保
育
園
や
幼
稚
園
に
通
う
子
ど
も

ら
に
白
紙
の
ア
イ
マ
ス
ク
を
配

り
、
奔
放
な
発
想
に
基
づ
く
マ
ス

ク
作
成
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

子
ど
も
ら
が
作
成
し
た
マ
ス
ク

は
１１
月
８
日
、
保
育
園
や
幼
稚
園

に
ブ
ー
ス
を
設
け
、
た
ぬ
き
さ
ん

が
装
着
し
た
状
態
で
展
示
さ
れ
ま

す
。
作
品
展
示
も
兼
ね
、
実
際
に

お
休
み
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
趣

向
で
す
。

信
楽
で
は
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も

出
会
う
た
ぬ
き
さ
ん
。
だ
か
ら
こ

そ
逆
に
、
た
ぬ
き
さ
ん
が
い
な
い

信
楽
を
演
出
す
る
こ
と
で
、
信
楽

の
新
た
な
発
見
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
実
行
委
員
会
で
は
、
自
ら

が
住
む
ま
ち
を
再
認
識
す
る
機
会

と
し
て
、役
立
て
た
い
考
え
で
す
。

全国から寄せられた

たぬきの休ませ方のアイデア
【寝ている】
○おやすみアイマスクたぬきにかぶせるアイ
マスクを募集、もしくは地域の学校、施設、
企業などにつくってもらう。目を自由に書い
たアイマスクを作成、たぬき休むでぇにはた
ぬきにかぶせて、作品展示もかねたお休みを
とってもらう。
○ハンモックでねてもらう。
○寝ている目のシール（色んなバリエーショ
ンで）を貼ってあげてわ？鼻ちょうちんのシ
ールも付けたら笑えるね。
【お酒を飲む】
○この日だけは、ちょっと一杯てなことで、
ほっぺたを赤くする。
○手に提げているだけではなく、たまにはま
ぁ一杯！お釈迦様への甘茶掛けならぬたぬき
への日本酒掛けなんてどうです？まさに、浴
びるほど飲む！
【隠れる】
○天然素材の「わら」でかぶせるのがいい。
田舎っぽさを出したいと思います。
○顔を隠す。お面をつけてお面には「たぬき
休み中」と書いてある。
【お風呂に入る】
○かっての特産品である火鉢をお風呂に見立
てて、入浴させてはいかがでしょうか？
○ゆかたを着せて頭か肩に日本手ぬぐいをの
せ片手に風呂桶を待たせれば出来上がり。
○まめしぼり（てぬぐい）をのっける。
【化ける】
○きつねのお面をかぶっておく「たぬきじゃ
ないもん、きつねだもん」。
○尻尾を全部シマシマにして、１日だけアラ
イグマさんに。
【楽しむ】
○年に１度のパーティーを開いてあげる。机
を囲んだり、椅子に座ったり（たったり？）、
あるいは、ソファに横になったりするなどし
ているゆったりした雰囲気を作り出す。
○タマには家族旅行でもさせてあげては如何
でしょう？
○「旅行に連れて行ってあげて！」といって
売る。
○南の島に出かけているような雰囲気に見せ
る。ビーチパラソル、サングラス、ショート
パンツでリゾート気分満喫。

各市のニュースを募集

「全国市議会旬報」では、各市のニュ

ースを募集しています。

全国の自治体の中でも先進的な取り組

み、ユニークな条例、自慢のイベント、

地域のお祭りなど、お寄せいただく情報

のジャンルは問いません。

ご提供いただいた情報につきまして

は、本紙編集担当職員が記事を作成し、

議会ニュースあるいは市政ニュースとし

て紙面で紹介いたします。

本紙をＰＲの場として活用されてみて

はいかがでしょうか。

（問合せ先）

全国市議会議長会調査広報部

旬報担当 松下・千葉まで�０３（３２６２）２３０９

市 政

ニュース

お
知
ら
せ

本
紙
１０
月
２５
日
付
第
１

７
０
４
号
は
、
第
１
７
０

５
号
と
併
せ
、
１１
月
５
日

付
第
１
７
０
４
・
０
５
号

と
し
て
発
行
し
ま
す
。

たた
ぬぬ
きき
ささ
んん
のの
休休
日日
制制
定定

た
ぬ
き
の
休
ま
せ
方
を
全
国
か
ら
募
集

１１／８

こ
う

か

甲
賀
市（
滋
賀
県
）

信楽といえば「たぬきさん」
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